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	サイクリン依存性キナーゼ7（CDK7） ホモ・サピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、サイクリン依存性タンパク質キナーゼ（CDK）ファミリーのメンバーです。CDKファミリーのメンバーは、サッカロミセス・セレビシエ（Saccharomyces cerevisiae）のcdc28およびシゾサッカロミセス・ポンベ（Schizosaccharomyces pombe）のcdc2遺伝子産物と非常に類似しており、細胞周期進行の重要な調節因子であることが知られています。このタンパク質は、サイクリンHおよびCdk活性化キナーゼ（CAK）として機能するMAT1と三量体複合体を形成します。これは、転写開始およびDNA修復に関与する転写因子TFIIHの必須成分です。このタンパク質は、転写制御と細胞周期を直接結びつける役割を果たしていると考えられています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + [DNA指向性RNAポリメラーゼ] = ADP + [DNA指向性RNAポリメラーゼ] リン酸,触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質,酵素調節：リン酸化によって不活性化,機能：サイクリン依存性キナーゼ（CDK）はサイクリンへの結合によって活性化され、細胞周期の進行を媒介します。それぞれの異なる複合体は、細胞周期における2つの連続する段階間の特定の遷移を制御します。CDK7は、セリン-スレオニンキナーゼであるCDK活性化キナーゼ（CAK）複合体の触媒サブユニットです。CAKは、スレオニンリン酸化によってサイクリン関連キナーゼCDC2/CDK1、CDK2、CDK4、およびCDK6を活性化します。コアTFIIH基礎転写因子と複合体を形成したCAKは、その大サブユニット（POLR2A）の反復C末端ドメイン（CTD）のセリンリン酸化によってRNAポリメラーゼIIを活性化し、プロモーターからの離脱と転写産物の伸長を可能にします。細胞周期制御およびRNAポリメラーゼIIによるRNA転写に関与しています。その発現および活性は細胞周期を通じて一定です。,PTM：有糸分裂中のSer-164のリン酸化は酵素を不活性化します。,PTM：活性にはThr-170のリン酸化が必要です。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CMGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。CDC2/CDKXサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,サブユニット：主にサイクリンHおよびMAT1と会合してCAK複合体を形成します。 CAKはさらにコアTFIIHと結合してTFIIH基礎転写因子を形成する。PUF60と相互作用する。,組織特異性：普遍的。,
	研究分野
	ヌクレオチド除去修復;Cell_Cycle_G1S;Cell_Cycle_G2M_DNA;
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	CDK7抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CDK7抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Cdk7ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

